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の加速度の大きさ釘2rj2は 2.4mjs2。正方容器のサイズはどちらも縦横 200rnmo (a)垂直縞。
粉の体積比は p= 12.5% 0 (b)平行縞。粉の体積比は p= 6.7% [1]。
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ズはどちらも縦横 200mmo (a)図4の領域Bの垂直縞。「揺れの記憶」。粉の体積比は ρ=12.5%、
初期振動の加速度の大きさは 47r2rj2 = 2.4mjs2o亀裂パターンはすべて揺すった方向に対し垂直
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